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修士論文要旨
１．研究概要
　従来，アマチュア歌唱者のポピュラー音楽における歌声
を評価する際には歌唱力（歌唱技術の優劣）という評価軸
が主に用いられてきたが，カラオケなどにおいて幅広い歌
唱者が楽しむためには，歌唱技術の有無にとらわれない評
価方法も重要であると考えられる．そこで，本研究では多
くの人（アマチュア歌唱者）に馴染み深い，ポピュラー音
楽を対象とした歌声の「印象評価」という視点を提案する．
　本研究では「印象評価」の有用性を確認するため，歌声
の印象空間の把握を目的とした印象評価尺度の構築を行っ
た後，歌声の音響特徴量を用いた印象推定モデルを構築す
る．そのモデルを用いた歌声の印象評価システムと従来の
歌唱技術評価システムに対する歌唱者の評価を比較するこ
とにより「印象評価」の有用性について検討した．
２．印象評価尺度の構築
　「同じ歌詞，メロディ，キー，テンポの楽譜における，“多
様な歌声表現”」を評価することを想定し，歌唱技術を直接
評価する軸を除いた印象空間を対象に，以下の過程を経て
尺度の構築を行った．
2.1仮尺度構築：歌声の印象評価に用いる語の仮選定
・評価語収集，了解性調査，同義性調査を経た上で，歌声
の印象を評価する44語を仮尺度として選定
2.2歌唱音声収録：多様な印象を与える歌声を収録
・女子大学生21名による同一オリジナル楽曲の歌声
2.3尺度の信頼性調査：尺度に適切な語を選定
・印象評定実験：歌声60データを仮尺度により評定
・因子分析：因子負荷量などを考慮し，表１の12語を尺度
として選定し，各因子を迫力性/丁寧さ/明るさと命名した．
３．印象推定モデルの構築
　尺度構築の印象評定実験に用いた歌声60データの音響特
徴量及び印象得点を用いた重回帰分析を行う．なお，扱う
特徴量には応用性を踏まえ「楽譜情報を用いない」「メロ
ディや歌詞に依存しない」という条件を課した．
3.1音響特徴量分析：108種類の特徴量を算出
・スペクトル傾斜，F0の動的変動量，ビブラートなど
3.2重回帰分析：ステップワイズ変数選択法
・音響特徴量から印象得点を予測する重回帰モデルを評価
語ごとに構築し，交差検定による決定係数を求めた．
４．印象評価システム評価実験
　以下の３システムを開発し，12名の歌唱者にそれぞれを
使用してもらった上で「楽しめたか」などの質問に７段階
での回答を求めた.
　A  BASE：採点のみを行う
　B  SKILL：採点＋歌唱技術（ビブラート）評価を行う
　C  IMP：採点＋印象評価を行う（提案手法：下図）
　評価得点を用いて多重比較を行ったところ，「楽しめた
か」「また使いたいか」という項目において提案手法は他の
システムと比べ有意に高く評価されており，「歌声の印象を
評価することの有用性」が認められたと言える．
５．まとめ
　本研究では，歌声の印象評価尺度の構築，印象推定モデ
ルの構築，及び印象評価システムを用いた評価実験を行い，
「歌声を印象という側面から捉えることの有用性」を明らか
にすることができた．今後は，歌唱表現の多様化支援ツー
ルや，歌声合成への応用が期待される．
歌唱音声の音響的分析に基づく自動印象評価の有用性
―印象評価尺度の構築と印象推定システムの開発―
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表１　完成した印象評価尺度（数字は因子負荷量）
  迫力性 丁寧さ 明るさ 
勢いがある 0.932 0.044 0.024
声量のある 0.917 0.188 -0.192
静かな -0.752 0.466 -0.166
弱い -0.898 0.023 -0.008
響きのある 0.387 0.756 -0.161
聴きやすい 0.146 1.001 0.271
落ちつきのある -0.286 0.775 -0.232
透き通った -0.127 0.886 0.236
軽やかな -0.037 0.358 0.854
可愛い -0.286 0.145 0.830
無邪気な -0.085 -0.359 0.777
嬉しそうな 0.246 0.092 0.923
寄与率 0.292 0.292 0.262
信頼性係数α 0.926 0.893 0.877
表２　重回帰モデルの決定係数（一部）
定検差交数係定決
迫力性 0.880 0.849 
丁寧さ 0.481 0.385 
明るさ 0.676 0.562 
3 因子の平均 0.679 0.599 
仮尺度 44 語の平均 0.614 0.432 
完成した尺度 12 語の平均 0.627 0.473 
